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＜病棟連絡事項＞
・リーダーや指示受けしたスタッフは、医師からの指示受け、理由など含め看護記録に残すようにして下さい。又、診察時の看護記録も担当者は記録してください。
　※医師から「こういう指示を出したはずだ」と指摘がありました。情報共有や申し送りも必要になります。

＜患者様連絡事項＞
・高橋　義明様～頚部の膨隆疹持続していること報告し、セフジトレン同内容にて2日分処方となる。

・澤田　裕也様～臨時薬クエチアピン中止、エビリファイ追加、アルプラゾラム1.2→0.8mgへ減量となる。

・宮古　克弘様～尿量少ない為、本日分点滴1本処方となる。

・城前　実様～臨時薬コントミン中止、チアプリド50→25mgへ減量となる。

・ドースイ　美弥様～臨時薬ジアゼパム4→2mgへ減量となる。

・佐々木　章洋様～歯科受診し疼痛は軽減したにも関わらず、依然として頓服服用回数は多い状況。依存も懸念し、しばらくはカロナール処方しないとの事。痛みが増強して来るようであれば再処方検討するとの事。

・高橋　信一様～長男様へ面談調整について架電。7/8(木)14時で面談設定している（主
治医・長男様了承済）。

・相内　キヨ様～解熱しており状態安定している為、田中Drより点滴は中止の指示となる。

＜隔離患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前・午後1時間の開放観察実施。午他者の私物弄りや他室侵入頻回にて早めに開放観察終了。奇声を上げる事や不潔行為はなし。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善を目指し看護介入・観察を行っていく。

・和田　昌様～終日隔離中。10:00～16:00の開放観察実施。自力で移動できず座位保持も困難。介助にて食事は各食摂取。昼食後、中等量の嘔吐あり。腹痛なし。バイタルの異常もなし。にやつきはあるもホールにて車椅子に座り傾眠がちで過ごす事が多い。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善を目指し看護介入・観察を行っていく。

[bookmark: _Hlk62478463]・米田　敬子様～終日隔離中。薬は吐き出しあるも再三の促しにて服用。小声での独語と放歌あり。対面時は妄想や幻聴に左右された言動も多くあり。食事は各食不食。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善を目指し看護介入・観察を行っていく。

＜要注目患者様情報＞
・相内　キヨ様～バイタルサイン異常なく、酸素飽和度90％キープすることできている。食事もむせ込みなく1/2～全量摂取。体動活発、大声を出すこと多く、12:25リスパダール内用液(0.5)1P服用するも状態変わらず。終始、車椅子自操している。

＜馬渡Dr診察情報＞
・宮崎　宏之様～臨時薬処方変更無し。

・前田　拓子様～臨時薬ロラゼパム1.5→1.0mgへ減量、他同内容にて処方となる。

・松ヶ崎　きみゑ様～臨時薬リスペリドン2→1mgへ減量、オランザピン追加で処方となる。ロナセンテープは剥がしてしまう為、中止となる。

・相内　キヨ様～臨時薬クエチアピン75→150mgへ増量、トラゾドン追加、他同内容で
処方となる。過鎮静に注意するよう指示あり。

・佐々木　愛子様～臨時薬処方変更無し。外泊の状態次第で退院支援を進めていくよう指示あり。

・前田　忠弘様～臨時薬処方変更無し。退院支援進めるよう指示有り。

・丸屋　良子様～臨時薬処方変更なし。

・乗上　惺子様～臨時薬チアプリド50→25mgへ減量、他同内容で処方となる。

・類家　キン子様～臨時薬チアプリド中止、ロゼレム追加、他同内容で処方となる。

・梅津　敦子様～臨時薬処方変更なし。

・米田　敬子様～臨時薬オランザピン10→15mgへ増量、フルニトラゼパム中止となる。拒薬、拒食続いている為、①YDソリタT3 500ml　②生食100ml+ハロペリドール1Aで点滴施行指示あり。点滴中は身体拘束可の指示有り。
[bookmark: _GoBack]
＜新入院患者様情報＞
日　　時：6月22日　13:15
  氏　　名：盛合　甫夫　様（もりあい　としお）様
　生年月日：昭和23年1月25日　73歳
　病　　名：認知症疑い
　性　　別：男性
　主治医　：馬渡Dr
　入院形態：医療保護入院
　病　　棟：東病棟Cユニット

　＜経過＞
　現在元妻様、長男様との三人暮らし。　
南部町の建材店に勤務していたが、借金を抱え50歳頃で逃げるように関東へ転居。以降は横浜市で生活し土木関係の仕事に従事。妻とは同時期に離婚している。R2年春頃に仕事を退職。R3年1月20日いきなり帰省したが、駅から南部町の自宅までたどり着けず家族へ連絡し、家族の迎えで帰宅している。その際に何度も同じ事を繰り返し、記憶力も低下しており、独居生活も困難な状態であったことから以降は元妻と長男と同居している。以降も物の置き場所を忘れる、入浴を拒否する、22袋入りの風邪薬を2日で飲み切ってしまう等認知症症状著しい状態。コーヒーに多量に砂糖を入れたり、菓子を過食したりする様子もあり、R3.5.17川守田外科胃腸科を受診し上記相談。血糖200台であり、糖尿病に対して薬物療法開始。同院主治医より当院受診を勧められ鑑別診断目的にて本日当院初診。R3.6.22 13:15東Cユニットへ医療保護入院となる。
※家族洗濯
　南病棟移動時にはCSセット加入の必要性ある事説明し了承済。
※R3.6.29に川守田外科胃腸科にてコロナワクチン2回目接種。家族付き添い予定。
※今後日赤病院にて精査行う可能性あり。入院時に主治医から元妻様へは伝えている。
